
平成２６年１月２２日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 26 年 1 月 22 日（水） 午前 9時 00 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午前 9時 00 分 

閉  会 午前 9時 32 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
       
 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
   生 涯 学 習 課 長   前  田  泰  伯 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は坂根委員にお願い

いたします。 
 
議決事項第１ 

議案第１号「すみだ教室５０周年に伴う感謝状及び表彰状の贈呈について」の案件を上程し、生涯学

習課長が説明する。 

○ 横井委員長 議決事項第１議案第１号「すみだ教室５０周年に伴う感謝状及び表彰状の贈呈につい

佐 久 間    之 教育委員会事務局参事 
（すみ だ教育 研究所 長） 



て」は、原案どおり贈呈することにしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 
 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 横井委員長 原案どおり贈呈いたします。 
 
報告事項第１ 

「重点課題の進捗状況について」、庶務課長、学務課長、指導室長、すみだ教育研究所長が説明する。 

○ 横井委員長 いじめがマイナスになっているのはいいが、不登校が減らないですね。いろいろ考え

ていきたいと思います。 

○ 指導室長 不登校を解決するために学校も取り組んでいます。 

○ 坂根委員 テレビで６人に１人が不登校という数字を見ました。 

○ 横井委員長 一朝一夕では解決しないと思います。 

○ 横井委員長 チャレンジ教室は希望制ですか。 

○ すみだ教育研究所長 基本的には基礎学力に課題がある子どもが対象になります。希望が前提です

が、事前テストの定着度合いにより学校から勧奨し、保護者の責任で拠点校に通えることを了解の

うえ、参加者を決定します。小学校については、新６年生には通所に課題があると思っていますの

で、３日間通えて、３日後の最終段階に効果測定テストを行って、力が備わったということを実感

してもらうことを了解してもらっています。 

○ 雁部委員 不登校の子どもたちで勉強したいという子どもの受け皿的な部分も持ち合わせてもいい

のではないかと思います。 

○ 指導室長 サポート学級やステップ学級に通える子どもはそこで勉強していますが、引きこもり傾

向のある児童・生徒についてはなかなか出ることが出来ないので、担任の先生が行って教えること

しか出来ないと思います。 

○ 横井委員長 学校や担任の先生がチャレンジ教室に行ってもらいたいと思っても、保護者が同意し

ない場合は無理には行かせられないということですね。 

○ すみだ教育研究所長 行ってはどうかという勧奨は出来ますが、強制はできません。 

○ 坂根委員 チャレンジ教室は何回か行われていますが、これは１回限りとか先着順とかの制限はな

いのですか。 

○ すみだ教育研究所長 全日程参加出来ることが条件になっていますので、途中から参加するという

ことはできません。 

○ 坂根委員 冬休みに参加して、次の夏休みに参加するということは出来るのですか。 

○ すみだ教育研究所長 はい。出来ます。基礎学力に課題があって参加したいということであれば参

加できます。 

○ 阿部委員 チャレンジ教室で授業を担当するのは、拠点校の先生ですか。 

○ すみだ教育研究所長 ＮＰＯ法人の学生教師です。事前に研修を１０時間ぐらい積んだ質の高い学

生で、子ども３人に教師１人というきめ細かく習熟度にあわせた特別授業を行っています。 

○ 阿部委員 先生方の負担になるかもしれませんが、各学校の先生が小規模な補習みたいなものが出

来たら一番いいと思います。 

○ すみだ教育研究所長 それが一番いいとは思います。現在、放課後学習クラブ、放課後すみだ塾等



に補助金という形で、各学校で学習支援員を採用してもらっています。そこに、先生も加わっても

らっていくのが最善と思っています。 

○ 横井委員長 夏休みにチャレンジ教室とは別に補習を行うことはあるのですか。 

○ すみだ教育研究所長 夏休みに学校を使って、行っているようです。 

○ 横井委員長 報告承りました。 

 

その他１ 

「インフルエンザの発生状況について」、学務課長が説明する。 

 
その他２ 

「「図書館を使った調べる学習コンクール」の全国賞の結果について」、指導室長が説明する。 

○ 横井委員長 団体の入賞は、公表されるのですか。 
○ 指導室長 ホームページで公表します。 
 
○ 横井委員長  以上で、教育委員会を終了いたします。 
 


